
エ
ツ
l

エ
ト

期
初
柴
筑
前
守
の
践
を
殻
h
y
、
利
長
を
羽
柴
肥
前
守
と

し
、
更
に
利
長
に
加
封
す
る
に
成
政
の
萄
領
穂
波
・

婦
貞
・
射
水
三
郡
を
以
で
し
た
。
成
政
は
翌
十
五
年

六
周
九
日
釆
地
新
川
郡
を
牧
め
ら
れ
て
肥
後
に
移
封

し
、
利
家
乃
ち
秀
曹
の
命
に
よ
り
鰻
に
そ
の
萄
領
を

統
治
し
た
が
、
文
様
四
年
秋
之
を
増
賜
せ
ら
れ
た
。

Z
ツ
チ
ユ
ウ
マ
チ
越
中
町
金
津
の
町
名
。
鑑

尾
記
に
、
御
小
人
町
と
横
山
氏
下
邸
と
の
閥
、
行
留

り
の
町
を
越
中
町
と
い
ふ
が
、
越
中
町
も
亦
御
小
人

下
町
で
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
。
初
め
領
内
の
百
姓
を

務
の
御
小
人
と
し
て
召
抱
ヘ
、
そ
の
う
ち
越
中
の
者

の
鹿
住
地
を
館
中
町
と
呼
び
、
能
mR
の
者
の
民
住
地

を
能
管
町
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。

Z
ツ
チ
ユ
ウ
マ
ン
ヨ
ウ
イ
ジ
越
中
高
葉
遣
事

三
珊
附
録
四
加
。
明
治
十
二
年
森
田
平
次
容
。
そ
の

本
編
は
高
葉
集
十
七
乃
至
十
九
巷
に
見
え
た
越
中

ハ
笛
時
能
脅
を
含
む
〉
の
官
吏
の
事
蹟
を
解
説
し
、
併

せ
て
作
歌
中
の
地
理
を
考
へ
、
附
録
に
は
大
倖
家
持

の
年
締
及
び
作
般
の
考
謹
を
初
め
、
大
倖
氏
代
々
の

俸
記
を
務
越
し
た
も
の
で
あ
る
。

Z

ツ
チ
ユ
ウ
ヤ
キ
ス
イ
越
中
屋
漠
水
金
揮
の

俳
人
。
通
稽
治
三
郎
。
桜
町
に
住
ん
で
米
仲
買
を
識

と
し
、
小
春
庵
二
代
を
稽
し
た
が
、
未
だ
祥
停
を
得

ぬ
oz

w
J
チ
ユ
ウ
ヤ
ヒ
ョ
ウ
キ
チ
越
中
屋
兵
吉
陶

工
で
香
山
と
践
し
た
。
寛
政
二
年
越
中
射
水
郡
佐
賀

村
に
生
ま
れ
、
文
化
四
年
春
日
山
窯
に
従
事
し
た
が
、

そ
の
麗
窯
の
後
濁
立
し
て
祭
儀
を
製
し
た
。
安
政
三

年
六
十
七
歳
を
以
て
夜
。

z
yト
ガ
ザ
ン
シ
ユ
ウ
シ
越
登
賀
三
州
志
富

田
焼
周
の
最
大
著
で
、
更
に
政
部
に
分
か
れ
て
ゐ
る
o

cv綿
襲
像
考

l
鎚
襲
像
考
は
寛
政
十
年
著
者
五
十

三
歳
の
脆
舗
で
、
十
七
容
に
分
崩
し
、
永
延
元
年
富

樫
氏
が
始
め
て
加
賀
に
封
食
し
た
こ
と
か
ら
起
つ
一

Z

ツ
ノ
ウ
カ
ガ
ミ
グ
ザ
越
能
加
賀
見
草
越
脅

て
、
高
治
元
年
前
問
利
常
の
施
去
に
一
宇
一
る
聞
の
治
鼠
一
賀
三
州
志
脅
か
〈
賊
し
た
本
も
あ
る
が
、
緩
め
て
鯵

興

腹

を

叙

し

て

あ

る

。

一

い

。

C
一
〉
衆
悶
概
賢

l
来
闘
縦
覧
は
寛
政
十
一
年
の
脱
稿
一

Z
ト

ウ

禁

等

4
カ
タ
オ
ウ
エ
ト
ウ
鍵
翁
態

で
、
そ
の

E
編
は
岡
部
郷
の
成
立
及
び
拍
車
と
、
閥
一
等
。

守
・
守
制
限
及
び
封
俣
の
亭
暇
で
あ
り
、
そ
れ
そ
越
積
一

Z

ト

ウ

窓

遺

4
プ
ツ
カ

y
エ
ト
ウ
仰
関
悪

賀
=
一
+
闘
に
就
い
て
各
ご
巻
宛
に
し
て
防
る
か
ら
、
一
透
0

・

都
合
六
容
に
な
る
o
そ
れ
か
ら
金
裸
域
及
び
城
下
と
、
一

Z
Fオ
ヒ
ロ
シ
キ
ゴ
ヨ
ウ
江
戸
御
廃
式
御
用

小
松
城
・
富
山
城
・
大
型
寺
城
の
阪
史
地
理
的
考
然
、
一
費
時
十
一
年
四
月
十
六
日
初
め
て
入
江
治
左
衛
門
昌

能
常
に
於
け
る
幕
府
及
び
怒
隠
の
領
土
、
向
山
山
上
一
寓
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
物
関
節
で
役
料
百
五
十
石
、
足

及
び
山
鑓
の
管
制
、
近
江
に
於
け
る
前
問
氏
領
の
約
二
鞭
二
十
人
内
小
顕
二
人
御
預
、
手
持
二
人
は
自
分
に

革
、
各
地
に
在
り
若
し
〈
は
在
っ
た
前
川
氏
の
開
城
・
一
下
さ
れ
た
。
同
年
三
宅
櫨
左
衛
門

E
直
が
御
先
筒
頭

民
第
の
説
明
と
い
ふ
や
う
な
も
の
が
、
流
血
匂
の
来
一
凶
一
か
ら
鍛
帯
し
、
一
一
人
役
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
今
年
一
前

概

斑

附

録

を

成

し

て

跨

る

。

一

mm軍
敬
夫
人
の
入
興
に
就
い
て
置
い
た
の
で
あ
っ

さ
一
〉
故
郷
考

l
越
稜
賀
=
一
州
に
於
け
る
故
城
郡
附
そ
一
た
が
、
爾
後
述
綿
す
る
o

網
羅
し
た
も
の
で
、
六
巻
に
な
っ
て
開
る
o
序
文
の
一

Z

ド
オ
ヒ
ロ
シ
キ
ヨ
ウ
=
ン
江
戸
御
慶
式
用
人

日
附
は
、
寛
政
十
三
年
で
あ
る
。
以
上
の
一
一
一
編
が
こ
↑
江
戸
御
踏
式
御
用
人
は
平
士
役
で
あ
る
o
前
回
利
長

の
替
の
中
核
・

2
崎
す
も
の
で
、
そ
の
他
は
後
日
初
次
一
夫
人
の
御
附
脅
高
閲
に
於
い
て
鈴
木
櫨
之
助
・
土
方

に
添
加
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
o
一
市
右
衛
門
等
方
勤
め
た
の
が
、
後
の
御
用
人
に
相
嘗

ハ
四
〉
本
邦
叙
次
考

l
こ
容
。
前
削
氏
の
領
地
の
漸
増
一
す
る
ら
し
い
。
叉
利
常
夫
人
の
御
附
は
、
幕
府
よ
り

し
た
次
第
そ
記
し
で
あ
る
o
自
停
は
文
化
九
年
で
あ
一
添
へ
ら
れ
た
者
の
姓
街
そ
偲
べ
る
の
み
で
、
加
賀
務

る
が
、
そ
の
未
定
稿
売
後
人
が
殴
馴
し
た
も
の
で
あ
一
の
御
附
人
は
明
ら
か
で
な
い
。
党
高
夫
人
御
附
の
事

る

。

一

も

不

明

で

あ

る

。

法

治

元

年

綱

紀

夫

人

の

御

用

人

に

、

ハ
況
〉
闘
檎
村
籍

l
一
一
一
審
。
文
政
二
年
の
自
序
が
あ
り
二
探
野
十
兵
衛
・
久
棒
見
忠
兵
衛
が
命
ぜ
ら
れ
、
二
年

加
能
越
三
凶
の
村
名
が
暴
げ
ら
れ
、
そ
れ
や
.
前
衆
の
一
山
口
瀬
兵
衛
の
命
ぜ
ら
れ
た
あ
た
り
が
、
御
用
人
の

郷
庄
別
と
、
現
在
の
領
主
別
と
に
分
け
た
も
の
で
あ
一
名
目
の
初
見
で
あ
ら
う
。
寛
文
六
年
夫
人
逝
去
の
後
、

る
。
こ
れ
に
は
三
州
奥
地
闘
な
る
も
の
が
あ
っ
た
諒
一
各
韓
役
し
て
笛
役
脅
擬
せ
ら
れ
た
が
、
次
い
で
童
数

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
出
叡
せ
ら
れ
て
民
な
い
。
一
夫
人
の
入
輿
に
就
い
て
、
費
何
十
一
年
増
木
源
丞
・

2
0沿
革
闘
停

l
一
巻
、
天
正
九
年
前

m利
家
が
能
一
安
問
治
左
衛
門
・
湯
原
十
郎
左
衛
門
が
命
ぜ
ら
れ
、

脅
入
闘
の
時
か
ら
文
化
十
年
に
烹
る
ま
で
十
三
業
一
御
役
料
五
十
石
宛
を
賜
は
っ
た
。
是
は
江
戸
御
鹿
式

の
、
加
能
越
の
聡
史
地
闘
争
・
描
い
て
、
そ
の
説
明
を
-
御
用
人
の
稽
畿
の
姶
で
あ
る
。
共
の
後
辿
縞
し
、
事

加
に
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
序
文
が
な
一
和
ご
年
霊
敬
夫
人
が
梅
御
殿
へ
移
轄
の
時
直
に
そ
の

い

。

御

附

と

な

り

、

逝

去

の

後

本

役

は

留

〈

絶

え

た

。

同

九
四

三
年
十
ご
月
六
日
殉
鹿
夫
人
入
輿
に
際
し
て
閥
廃
兵

作
・
行
山
一
一
一
郎
太
夫
・
跡
戸
加
平
・
伊
藤
忠
左
衛
門
が

之
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
三
年
八
月
夫
人
の
陸
別
に
よ

っ
て
御
用
入
荷
絡
め
、
江
戸
御
贋
式
御
用
建
と
し
て

役
料
は
前
の
如
〈
に
典
へ
ら
れ
た
。
次
い
で
持
鹿
は

夙
嫡
そ
迎
へ
た
か
ら
、
四
年
十
一
周
十
六
日
再
び
神

戸
加
平
・
木
梨
左
兵
衛
・
木
村
左
次
脂
・
萩
原
八
兵
衛

に
御
用
人
を
命
じ
、
爾
後
七
人
役
と
な
っ
た
。

Z
Fオ
ヒ
ロ
シ
キ
パ
ン
江
戸
御
慶
式
番
海
治

元
年
前
聞
綱
紀
夫
人
入
興
の
際
、
長
谷
川
厨
左
衛
門
・

千
里
六
兵
衛
・
馬
場
六
右
衛
門
・
大
友
治
兵
衛
の
命
ぜ

ら
れ
た
た
初
と
し
、
制
後
佐
々
そ
の
姓
名
が
見
え

る
。
賛
同
何
十
一
年
前
旧
軍
敬
夫
人
入
輿
の
際
笥
永
宇

助
・
不
破
長
三
郎
・
間
内
林
左
衛
門
・
江
口
一
織
江
の
命

ぜ
ら
れ
た
の
は
、
後
慌
の
同
職
の
初
で
あ
る
。

Z

ド
ザ
イ
ジ
ユ
ウ
江
戸
在
住
江
戸
人
若
し
〈

は
江
戸
に
在
り
た
る
他
凶
人
に
し
て
、
我
が
務
に
仕

へ
、
藩
邸
内
に
常
在
す
る
も
の
を
い
ふ
。

Z
Fサ
タ
ジ
プ
ギ
ヨ
ウ
江
戸
作
事
奉
行
江
戸

御
作
事
奉
行
は
文
化
元
年
十
一
月
十
一
日
金
谷
佐
太

夫
・
加
須
屋
闇
臓
の
爾
名
が
命
ぜ
ら
れ
、
七
年
町
一
周

木
村
平
太
夫
が
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
同
年
十
二
局
ご
十

八
日
皆
内
作
事
奉
行
に
鴎
じ
て
、
話
役
は
中
止
せ
ら

L
た。Z
Fザ
ン
ド
ヒ
キ
ヤ
タ
江
戸
三
度
飛
脚
江
戸

三
度
飛
脚
の
起
っ
た
の
は
、
院
に
江
戸
中
荷
持
の
特

許
を
得
た
後
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
等
の
替
棄
を
妨
害

し
な
い
鑓
に
欝
信
叉
は
進
物
の
如
き
斡
踏
の
物
に
限

り
運
搬
し
た
の
で
あ
る
が
、
元
隊
六
年
か
ら
士
人
の

荷
物
三
荷
主
で
を
迎
接
し
得
る
こ
と
に
な
り
、
十
三

年
器
用
の
荷
物
一
質
問
を
無
賃
輪
迭
す
べ
き
義
務
を

認
せ
ら
れ
た
。
そ
の
差
武
田
は
、
四
日
・
十
四
日
・
骨

四
日
で
あ
っ
た

o
E徳
E.年
務
は
入
札
に
よ
っ
て
溜


